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会長　大久保　武

今年は巳年（みどし）です。

十干（甲乙丙丁戊己庚辛壬突）と
十二支（子丑寅卯辰巳午未申酉戊
亥）
からなる六十干支では30番目の契巳

（みずのとみ）に当たります。
「巳」は「シ」とも読む　胎児の

姿を表す象形文字であり　物事が
いったん終結し新たに出発するとい

う意味を含んでいます。

我が倶楽部も新たな決意でスター
トすべく多彩な顔ぶれの皆様が参加

され第135回新春賀詞交換特別例会

が1月11日（金）横浜馬車道相生本

店で開催されました。恒例の謡いを
変更して会員の中村賓様の「ゆく
年、くる年」に因む「苗（名）字あ

仁了讐警警警㌣間■】　■で野暮爾頚1－■t翻■

下半期の活動について

れこれ」の話に始まり参加者全員の

個性溢れる3分間スピーチで例年に
なく盛り上がり会員相互の親睦と情

報交換を深める楽しい例会になりま
した。

昨年は6月に第6回神奈川県プロバ
スクラブ親睦交流会が「横浜港南台
PCまろにえ」にて開催され12名が

参加しました。一番新しいクラブで
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幹事　松下　尚雄
新春例会は山手ロータ
リークラブより3名様ご出席
いただき盛大に楽しく終了

することが出来ました。

さて下半期の活動は3Pで

予告していますように4月一

泊親睦旅行兼移動例会を熱海ニューア
カオホテルで計画。5月例会には藤木会

長の特別放談が予定されており万全の
準備で取り組んで参ります。
また長く懸案でありました「カラオ

ケ同好会」が冨永、加藤（道）、本橋
氏3人を世話人により、いよいよ発足す

ることになりました。詳細は3Pをご覧

ください。これまで「にこにこサロ

ン」（写真）「ゴルフ同好会」が定着

してきております。同好会は大事な会

員のコミュニケーションの場でもあり

ます。これらの運営・企画・準備のた
めに役員の皆様には多大な労力を頂き

感謝いたしております。

情報委員会で取り組んでいただいて
いるHPを初め汀を使った情報交換や通

信に本格的に取り組んでいきます。

情報委員会・編集委員

情報委員会所在地　横浜市中区港町3－
13番地弁慶内　電話，045－65ト3643

すが地域にしっかりと根を張ってい

ると思いました。

11月には第5回全日本プロバス協

議会総会が神戸で開催された。加藤
武、森山功常任理事の会長、幹事長

就任をバックアップするため18名が

参加し当倶楽部の心意気を示しまし
た。

当倶楽部では　移動例会（横須賀
軍港めぐり）、にこにこサロン、旅

行同好会（北京観光）、ゴルフ同好
会が開催され会員相互の親睦交流を
より深め、各々が豊かな社会体験や
知識等を語り合い学び合うことが出

来る確信を得ました。
2014年には全日本プロバス協議会

総会の開催が予定されています
これらの諸事業の成功のために今後

とも尽力してまいります。

どうぞ本年もご協力、ご支援をよ
ろしくお願いします。
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次に会員の増強。特に女性会員の獲
得をしていきたいと思います。6月総会

迄、当倶楽部の合言葉「会員一人が一
人を紹介しよう」で、新しい仲間を増
やし、親睦をより、広く弘め、残りの

人生を大いに豊かにし、楽しみましょ

う。

更に全日本プロバス協議会に加藤武
会長はじめ多数の役員を送り出すこと
になりました。名誉な事であり、記念

すべき年となりました。出身母体とし
て精一杯の支援をしていきたいと思い

ますので会員皆様のご声援をよろしく

お願いします。

最後に微力ながら残りの期間“立つ

鳥跡を濁さず”のように役務を全うし
たく会員皆様のご支援ご協力をお願い
いたします。

＿ギ≡±二二≠」

●　新会員紹介

須藤　照夫さん

幣　横浜市栄区在住諾、の須藤照夫さん

熱が1月新春例会で
加藤武さんのご

推薦・紹介で入
会されました。

医療機器製造販売、日本ベ
クトン・ディッキンソン

（株）マネージャー・セン

ター長を務める。神奈川出
身。趣味はキャンピング、

釣り、ゴルフ、DI Y等。

ボーイスカウト活動。

松下幹事が相模湾で釣り上げた魚
を弁慶でさばいてもらい舌鼓。《

楽
し
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12月年忘れクリスマス例会、1月新春例会等の報告

12月例会（第134回，30名）

平成24年12月14日（金）14時から、進交会館にて年忘

れクリスマス特別例会が開催されました。

冒頭大久保会長から、全日本プロバス協議会総会への

会員の協力、並びにこの1年間の活発な活動へのお礼
の挨拶がありました。

恒例の誕生日お祝い品が原田会員委員長から、岡部正
久、加藤豊両会員及び11月誕生の加藤道子会員に贈

られました。

次に全日本プロバス協議会会長並びに事務局長に就任
された加藤武、森山功両常任理事から、協議会総会の

報告があり、今回の会員の支援へのお礼と併せ、今後

一層の支援・協力をいただきたいとの要請がありまし

た。

また、各委員会報告・会計報告・理事会報告があり、
事務局から青木副会長の病気療養報告がありました。
クリスマス会は、恒例のお楽しみ抽選会で皆童心に帰

り、例会終了後は、松下幹事推薦のカラオケ店での2

次会（11名参加）があり、本橋・加藤（道）両会員と
のデュェットなどで更に盛り上がりました。幹事並び

に例会委員長には大変お世話になりました。

1月例会（第135回、33名）

平成25年1月11日（金）12時から、相生本店にて新春賀

詞交換特別例会が開催されました。
冒頭、大久保会長から、33名という多数の会員の参
加に、お礼と更なる当プロバス倶楽部の発展への期待
の言葉がありました。

また、ゲストの横浜山手RC比留川社会奉仕委員長並
びに大場前会長の紹介がありました。

次に、新入会

員須藤照夫氏
の紹介が、推

薦者である加
藤武常任理事
から行われ、

全日本PC協

議会幹事とし
ても活躍が期待されるとの話がありました。

本年は、中村賓会員に記念講話「行く年くる
年に因む苗字あれこれ」をして頂き、正月例
会を盛り上げていただきました。
乾杯・会食後、参加者全員から新年3分間スピーチをし
て頂きましたが、各会員とも熱が入り予定を大幅に超

過するプログラムとなりました。

引き続き、1月生まれの岡、青木、小磯、松下尚雄各会
員に、原田会員委員長からお祝い品の贈呈が行われま
した。

また、各委員会・理事会・同好会の報告があり、カラ
オケ同好会創設の報告もありました。

恒例の月の歌「上を向いて歩こう」を斉唱後、病気療
養から復帰された青木副会長が閉会の辞の中で、7回の

手術を乗り越えて78歳を迎えた感慨を語られ、会員各

位から復帰への祝福がありました。最後に河崎清二氏
から新春を寿ぎェールが送られました。（写真㊤）

例会後の2次会は、青木副会長の弁慶にて夕暮れまで盛

り上がり、一方、第1回カラオケ同好会も別会場で気勢

を上げたとのことです。

＜病室で思う事＞
青木伊平副会長

皆様から限り無き元気を頂き乍ら一筆
書いてみた。”弁慶の七戻り石　くぐり抜け

春待つ我が身　　夢桜かな“
私のふる里茨城には、ガマの油売りで
知られた男体山と女体山の筑波山があ

そこを恐
三年前
日の肺ガ

る。登山の途中には弁慶も七戻りしたと言われた大
きな石、今にも落ちそうな石がある。子どもの頃、
そこを恐る恐る通り抜けた事を覚えている。
から転移性ガンに侵され、あと数日で七度
ンの手術が待っている。死刑台への宣告

が……

昔、我に試練を与えよなどと強がりを言っていた
事があった。そんな今、時にはもういいか‥・まだい
いよ…と神の声。
喜寿を過ぎた今、一日一日を大事に、前向きに生
きようと、心はいつも満月のように明るく過ごす今
日この頃、全てに感謝し乍ら”満月や　感謝重ねて　日のくらし“

明るく生きれば、もう何歳、暗く生きれば、まだ
何歳、昔、人生50年と言われて、今80余年。医学の
進歩と共に食生活、全ての環境にも恵まれている。
IPS時代が来たらどうなるのだろう。生きていくには
まさかの坂を超えなければならないのか、人は生ま
れた時に与えられた天命があると言う。生まれてす
ぐになくなる子、百歳になってまだまだ患者を看て
いる日野原先生を思い、朝起きて、我百歳と言って
万歳をしたい…（※横浜市大病院709号室にて）
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理事会、同好会等報告

●　待望の「カラオケ同好会」発足

世話人：冨永和男、加藤道子、本橋ふみ子
12月理事会で「同好会」として承認されました。

場所：パブ・パラダイスPM7時30分まで貸切。第16須

賀ビル8F（住所中区相生町2－29忠M5－212－5219）

会費：3000円（飲み物、つまみつき）

開催：例会後．その他随時開催

☆各会員のコミュニケーションの場としてカラオケを

通じて相互の親睦を更に深める。飲んで、歌って、

踊って楽しいカラオケ同好会にしていきたいと思って
います。プロバス会員以外の友人を誘っての参加も

OK．。楽しく、交流の輪を広げていきましょう。

●　予告
4月12，13日　一泊親睦旅行兼移動例会

熱海のニューアカオホテルを予定
これまでにない企画を用意してます。

5月10日（金）12：00　例会　馬車道相生本店。特別ゲ
ストとして「横浜みなとよもやま話」と題

して藤木幸夫氏がご講演の予定です。藤木

氏は1930年生れの83歳。日本の港湾行政に

深くかかわってきました。横浜では横浜港

』莞讐芳誓ぎ雪慧票慧墓誌孟宗芸雲量㌢

先輩：加藤義一㊨さん。後蛮：－加藤武さん

く理事会報告＞
●11月理事会（11月16日、14名）

（報告事項）
・第5回全日本PC協議会参加報告

（「All NIPPONプロバス便り」年2

回発行など。加藤会長、森山幹事長
を横浜PCが支援する）
・例会委員長；「年忘れクリスマス

特別例会」について
・情報委員会　〈森山理事〉；通信8

号は号外で全日本PC総会報告特集。
9号は2月発行。

（協議事項）
・12月特別例会の内容

・1月例会（賀詞交歓会）の内容
・倶楽部財務状況報告

・4月移動例会；1泊親善旅行

H25年4月12日（木）予定

●12月理事会（12月21日、13名）

（報告事項）
・クリスクス例会抽選晶保管場所来

年度は弁慶以外を検討
・12／19横浜で開催の全日本PC協議

会会長・副会長・幹事長打ち合わせ
会報告
・ホームページ更新、ユーチュブも

活用する（情報妻から）
（協議事項）

・1月例会開催内容確認

・須藤照夫新入会員入会承認

全日本PC協議会幹事も担う
・2月例会の会員放談；岡部正久会

員「当世マンション事情」
・カラオケ同好会発足；世話人は加

藤道子，本橋ふみ子，富永和男3会員
・4月例会・1泊親睦旅行検討

・5月特別放談；藤木幸夫氏予定

●1月理事会（1月18日，19名写真㊦）

（報告事項）
・1月例会反省等

（協議事項）
■　2月例会内容確認会員放談岡部

正久氏
・3月例会会員放談加藤豊氏

誓：＿；コ＿一重一二・l

・4月移動

例会4月11

日，12日　熱

海会より
補助約25

名参加
・プロバス

通信9号に
ついて

●○　囲碁サロン

出題／解答　千喜良　忠

131欄151617　相　川

14151617
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会員の活躍紹介、全日本プロバス協議会から

横浜で最も人気のあり恒例となった横演交響

楽団と合唱団による「第九」（昨年末）この日も

小磯氏は多くの来客を迎えるだけでなく自らも

演奏者としてステージに立った（神奈川県民
ホール）

「市民のオルガン」

横浜交響楽団　理事長　小磯　智功

横浜交響楽団は、80年前の1932（昭和7）年創立以来
アマチュア市民オーケストラとしてはギネス級の644回

の定期演奏会を開催し、誰でもいつでも弾いたり聴い

たりできる「市民のオルガン」として活動を続けていま

す。

年8回、3年24回のコンサートでバロックから近現

代・邦人作品まで一通り楽しめるように教科書の鑑賞
名曲は勿論、プロの演奏会では営業的に取り上げにく
く滅多に聴く機会のない隠れた名曲の紹介なども含め
てアマチュアでなければできない企画で自らの楽しみ

を越えて、音楽教育・青少年育成・地域文化振興とと
もに音楽文化の底辺を広げたいと頑張っています。
60年前神奈川県立音楽堂オープン以来、こどもの時

からオーケストラ演奏に触れられるよう、横浜市との

共催で横響定期演奏会を「青少年のための音楽会」と
して未就学児童でも親子で、あるいは孫を連れて気軽
に家族で足を運べるコンサートとして横浜市立小中高
の生徒・学生（希望者）を毎回招待しています。

また3．11以降毎回のコンサートでは「東日本大震災
“がんばれ！こどもたち！！”」としての会場募金の

協力もお願いし、昨年暮れの第九の演奏会までで累計
100万円を超える義援金を東北に贈る事ができました。

是非横響の定期演奏会にもお越し頂き「市民のオルガ
ン」による“楽興の時”をお楽しみ頂ければ幸いです。

（当倶楽部　理事・会計・事務局）

＜編集後記＞　▼12月発行の特別号8

号に引き続き、第9号をお届けいたし
ます。本号作成時の成人の日には、

横浜にも大雪が降り大変な思いをさ
れた方も多かったと思います。▼2

月は更に寒くなるとのこと。それで

も春はすぐそこまで来ています。▼会員の皆様と
共に桜の春を元気で迎えたいと思います。4月の
一泊親睦旅行兼移動例会も楽しみですね。

（情報委員長・荻原信吾）

私の横浜物語②

鉄道発祥の地・横浜（上）
中村　賓

（当倶楽部　理事・会計監査）

JR桜木町駅の改札口を出て、右野毛町方向へも、左
みなとみらい地区方向へも行かず、直進しよう。突き

当りに西洋人の肖像がガラス箱の中に見える。この人
こそ「日本の鉄道の父」（写真下㊨）と呼ばれる英国

人エドモント・モレル（1841～1871）だ。開港ととも

に政府は近代化推進に必須の鉄道建設を企画した。残
念ながら当時鉄道に乗った人はおろか、見たことも無
いのが当然だった。

多いときは360人もの英国人が鉄道建設のために来日
し、邦人を督励しつつ尽力していた。

その中でもモレルは建築師長として短時日の間に横

浜・東京間の鉄道を造り、明治5（1872）年5月7日（新

牽l　　｝メサ　或

，－一・・・・・・・▼・「・【－　　　　て暦6月12日）

に横浜（現
桜木町）・
品川間が仮
営業を始め
た。更に新
暦10月14日

には横浜・
汐留間で本

営業を始めた。
全国民の愛唱歌ともなっ

た「汽笛一声新橋を」のと

おり、当時東京駅は未開業
だった。29歳で天折したモ

レル像に感謝の

挨拶の後、根岸
線の高架下を進
も　う。100mほ

ど先に「鉄道発
祥の地」の記念
碑が現われる。
台座は機関車の
車輪、砕身にSL
の機関の鉄板を
レールで囲むと

いった工夫を加えたもの。（上㊧）

碑の近くにはゼロキロポイントが歩道に埋まってい

るが注意深く探せばすぐ発見できる。
また野毛方面への地下道入口には葉書2枚ほどの大き

さの陶板が見え「開業当時の横浜駅長室の跡」の文字
がかすかに読み取れる。

この辺りは日本では勿論、世界どこにも見られぬ希

少、貴重な場所でもある。頭上に根岸線が走り、地上
に人や車が往来し、その下には大岡川の水面があって

小艇が航行、その下に首都高速羽横線更にその下を横
浜市営地下鉄（ブルーライン）が走るという異種交通

機関の5重立体交差地点なのである。（写真㊤）


